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2540回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値

-
3 14 10,000 9,500 561 9,500 ○ 柱目3.5寸取り 10,000

16-18 12,000 11,000 957 10,000 ○ 柱目４寸取り 11,000
す 20-22 12,000 12,000 1,584 11,000 △ 中目 12,000

4 8-11 300 300 - 300 ○ 本＠ 270
12-13 9,500 9,500 551 9,000 ○ 母屋取り 9,000
14 10,000 9,500 741 9,500 ○ 桁目3.5寸 10,000
16-18 11,000 10,000 1,160 10,000 ○ 桁目　4寸 10,500
20-22 13,500 12,000 2,112 10,000 ○ 中目 11,000

ぎ 24-28 16,000 13,500 3,645 11,000 ○ 中目 13,000
30-34 16,600 13,500 5,535 10,000 ○ 二番玉節少 14,000
36- 20,000 13,500 6,993 9,800 - 根玉選木 15,000

6 16-18 15,500 15,500 3,364 15,000 ○ 通し柱 15,500
20-22 14,500 14,500 3,843 14,000 ○ 通し柱 14,500

-
3 14-15 15,000 14,500 856 14,000 ○ 柱目3～3.5寸 13,000

ひ 16 19,000 18,500 1,425 18,000 △ 柱目3.5～4寸 19,500
18-22 20,500 17,500 2,100 16,000 △ 柱目４寸取り 16,000

4 8-12 330 330 - 300 ○ 本＠ 320
12-13 12,000 10,000 680 10,000 ○ 3寸取り 11,500
14 15,000 15,000 1,170 14,500 ○ 土台目3.5寸 15,500
16 18,500 18,500 1,887 18,000 △ 土台目3.5寸 19,000

の 18 19,100 17,190 2,235 17,000 △ 土台目４寸 17,500
20-22 21,000 17,200 3,027 16,000 △ 中目縁甲取り 18,000
24-28 30,390 17,600 4,752 13,000 ○ 中目 15,000
30-34 30,390 17,100 7,011 13,000 ○ 二番玉節少 16,000
30- 60,600 18,300 9,479 13,000 - 根玉選木 30,000

き 6 16-17 25,000 23,000 3,979 19,000 ○ 通し柱３．５寸 22,000
18 29,000 29,000 6,293 29,000 ○ 通し柱　４寸 30,000
20-24 25,000 22,000 5,830 19,000 ○ 通し柱　 22,000

6月5日6月5日6月5日6月5日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 99台99台99台99台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 488 488 100.0%
ヒノキ 817 809 99.0%
その他 47 47 100.0%
計 1,351 1,343 99.4%

《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》
　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　8月1日（木）～8月15日（木）次回の『つち』　8月1日（木）～8月15日（木）次回の『つち』　8月1日（木）～8月15日（木）次回の『つち』　8月1日（木）～8月15日（木）

令和１年6月6日

落　　　札　　　価　　　格

《ヒノキ中目材に明るい兆しが・・・。》《ヒノキ中目材に明るい兆しが・・・。》《ヒノキ中目材に明るい兆しが・・・。》《ヒノキ中目材に明るい兆しが・・・。》
　スギは概ね堅調に推移したが、3.0ｍ-4.0ｍ共に、20-
28ｃｍに引き合いが集中しています。3.0m材の30ｃｍ上
材は不足感から好調であるが、4.0ｍ30cm上は少し弱い
印象。ヒノキ4.0ｍ24ｃｍ上材は、まだ厳しい状況ではあ
るものの、少しずつ応札が増えてきた感じがあります。
3.0・4.0ｍ14-22ｃｍは堅調から強気配になり応札も旺盛
になってきました。今まであまり聞かれてこなかった10％
増税前の駆け込みなのか、昨年の長雨などの影響で材
が不足した経験からなのか、梅雨からヒノキ3.0-4.0ｍの
構造材柱・土台16-22ｃｍは取り合いになるのではという
予測もある。6.0m材の16-22ｃｍは今年は調整期もなく
不足状態が続いている。造材の参考にしていただきた
い。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


